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◇ 令和元年度標茶町社会福祉協議会事業計画 ◇ 

―社会福祉・地域福祉と社協をめぐる状況― 

我が国は、少子高齢化や核家族化の急速な進行とともに、地域や家庭において相互に支え合う意識の希薄化による、コミュニティ機能

の低下、引きこもりや虐待など、私たちの地域福祉を取り巻く環境が複雑化・多様化しています。 

制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」「受け手」という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が「我が事」として参画し、

人と人、人と資源が世代や分野を超えて「丸ごと」つながることで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会

「我が事・丸ごと」の地域共生社会の実現を基本コンセプトに、「他人事」になりがちな地域づくりを地域住民が「我が事」として主体

的に取り組む仕組み作りが期待されています。 

地域住民と向き合い、関係機関と連携し、さらに町と協議を図りながら危機感を持って対応していくことが求められ、社協本来事業で

ある小地域福祉活動の充実・強化は急務と言えます。さらに、社協特性を生かした総合的・横断的な展開ができるような組織体制づくり

や、あらゆる生活課題への解決力を高め、社協の存在意義を積極的に発信していく必要があります。 

本町では、多様な生活・地域課題に対処するべく、家族や各自治会による地域コミュニティの助け合いによる取り組みが実施されてい

る一方で、地域住民の孤立化による潜在した生活課題が実在することなどから、課題解決のための安心サポートセンターまもるにおける

権利擁護事業や心配ごと相談事業の充実に取り組んでいきます。 

災害対策では、標茶町地域防災計画に基づく災害発生時の災害ボランティアセンターの設置・運営等に関係機関・団体と連携しながら

当たるとともに、北海道災害ボランティアセンターが主催する、釧路地区災害ボランティア組織連携会議に積極的に参画します。 

居宅介護支援事業においては、独立採算の経営理念のもと効率的かつ効果的で適切な事業運営に努め、利用者本位で信頼される質の高

い福祉サービスを実施するとともに、利用者増と増収に努力致します。 

社会福祉協議会は、「地域福祉を推進する中核的な団体」「地域福祉の推進役」として、地域の課題、住民の生活課題への対応と解決に

向けた取り組みを、行政、関係団体、住民と連携、協力して行う必要があります。 

本会は、社会状況を踏まえて、地域福祉の充実を目指す「第６期地域福祉実践計画」を着実に推進し、地域住民の誰もが「安心、安全」

に暮らせる地域社会づくりを推進していきます。 

―業務を推進するための基本方針― 
事業運営の透明性の向上や目的意識を持った改革を進めるとともに、提供する福祉サービスの質の向上及び事業経営の透明性の確保と、

本会の持つ総合力とネットワークをさらに活かした基盤強化と事業展開を図ります。 

１．基盤強化 

（１）組 織 

正副会長を中心に、理事会・評議員会、各委員会による役職員一体となった運営を進めるとともに、円滑な組織運営を行います。 

（２）財 政 

本会が設置する三事業会計運営の更なる充実を図ると共に、補助金・委託料の趣旨に基づく効果的・効率的な事業執行を行います。 

２．事業の展開 

（１）誰もが暮らしやすい地域づくりの推進 

社会福祉協議会の基本理念である地域福祉の推進を基本とした、地域づくりの取り組みなど、継続した事業展開からの課題（ニー

ズ）の把握等を関係機関と共有し、地域住民に密着した事業の推進を図ります。 

（２）生活支援の充実・強化 

現行の公的制度のみでは対応が困難な問題に対して、社会福祉協議会が行う事業や関係機関等と連携を図り、支援が必要な方に寄

り添いながら社会的な孤立防止の基盤となる社協支援を強化します。 

社会福祉法人標茶町社会福祉協議会会員会費は、地域住民の皆様に支えられています 

社会福祉事業推進のため、広く地域住民の福祉のまちづくりを推進するため、さまざまな地域福祉活動を展開 

していますが、その財源は公的な補助金・受託金とともに、会費や共同募金など住民の皆さんのご協力に支えら 

れています。 

 

 

 

社会福祉法人標茶町社会福祉協議会            

標茶町川上１０丁目１番地 総合社会福祉センター内    

電 話 ４８５－２５０３ ファクス ４８５－１６７９ 

HP：www.shibecha-shakyo.jp 

（会 費） 

（１）会  員 年額１口  （３００円）以上 

（２）賛助会員 年額１口（２，０００円）以上 

（３）特別会員 年額１口（５，０００円）以上 

※ 令和元年度もご協力をよろしくお願いいたします。 



しべちゃコスモス農園開き 

日程：５月２２日（水曜日） ９：３０～１２：００【雨天順延】 

ボランティアさんを募集します。 
農園開き当日は、畑の畝づくりや堆肥、種イモの植え付け等作業になります。ベテランの方や初心者の方でもお手伝いいただける方

を募集いたします。また、しべちゃコスモスの畑は芋の他にも多種野菜を作っており、５月下旬から１０月の収穫時期までの雑草取り

や土寄せ、追肥等の作業が多数あります。１０月の収穫時期まで野菜作りの指導や軽作業等のご協力をいただける方も募集しておりま

すので、下記までお問い合わせください。また、ボランティア登録及びボランティア活動保険に未加入の方については、本会が保険料

を負担いたします。 

場所：標茶高等学校農園 

※当日、農園開きに参加される方は、作業しやすい服装で農園までお越しください。なお、道具等をお持ちの方は持参願います。 

◎しべちゃコスモスから堆肥の販売のお知らせ！ 

・１袋（１０ｋｇ） ３００円 

【問い合わせ先】 

指定就労継続支援Ｂ型事業所しべちゃコスモス（常盤８丁目２番：標茶小学校向）（電話：４８６－９７７７ ファクス：４８６－９８００） 

標茶町総合社会福祉センター内 標茶町ボランティアセンター（電話：４８５－２５０３ ファクス：４８５－１６７９） 

フリーマーケット開催 

日程：５月１８日（土曜日） １０：００～１４：００ 

場所 総合社会福祉センター内（大広間・１階ロビー） 
○内  容 

・フリーマーケット        １０：００～１４：００ 

・演芸（ミニコンサート）     １１：００～１３：００ 

第一部：竹村ファミリー＆めい・いぶ（子どもによる歌唱） 

第二部：北海バンド「柳舞」 

・しべちゃコスモス販売 

・閉会              １４：００ 

【問い合わせ先】 

標茶町総合社会福祉センター内 標茶町ボランティアセンター 

（電話：４８５－２５０３ ファクス：４８５－１６７９） 

布団乾燥サービス事業 

この事業は、布団の上げ下げが困難な高齢者に対して、布団乾燥サービスを行うことに 

より高齢者等の健康保持に寄与し、もって在宅福祉の向上に寄与するものです。１人につ 

き月１回を原則に実施し、利用者宅で布団乾燥車により布団を乾燥するサービスです。 

対象者 概ね６５歳以上の単身高齢者、高齢者のみの世帯、心身障害者 

申 請 この事業の利用を希望する方は、標茶町布団乾燥サービス事業 

利用申請書により申請します。 

利用料 布団乾燥料金は、無料 

【問い合わせ先】標茶町社会福祉協議会（電話：４８５－２５０３） 

愛情銀行預託状況 

（敬称を省略させていただきます）  

（物品預託）          平成３１年３月１５日～平成３１年４月１４日 

住 所 氏  名 預 託 内 容 

桜 古 川 直 子 中学・高校制服他 

匿  名 タオル等         ８０枚 

桜 平 田 百合子 

プルタブリング     ２.１９ｋｇ 

使用済切手        ３０枚 

書損じ年賀はがき     ３２枚  

未使用年賀はがき      ４枚 

匿  名 着物他 

上茶安別 遠 藤 麗 子 
使用済切手       ２２０枚 

タオル他         ４０枚 

                   皆様の善意ありがとうございました。 

掘り出し物がザクザク！？

みなさんのご来場をお待ち

しております。 

交通安全推進事業への支援 

社会福祉協議会では、新入学児童 

の通学中の安全が確保される一助と 

して防犯ブザーを贈呈しております。 

新入学児童のみなさん、ご入学お 

めでとうございます。 

標茶町社会福祉協議会からのお知らせ！ 

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

早速でございますが、平成３１年４月２７日（土）

から令和元年５月６日（月）まで事務所をお休みとさ

せていただきます。よろしくご了承のほどお願いいた

します。 

 

５月２３日（木）に、総合社会福祉センター内で、

午前１０時から１１時の間で消防避難訓練を実施いた

します。実施に伴う非常ベルが鳴りますので、誤認の

無いようご了承ください。 

堆 肥 


